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1. 目的 

柏崎刈羽原子力発電所 7号機原子炉建屋において，基準地震動Ssによる耐震安全性評価で用いられて

いる建屋モデルについて，モデル化の違いが建屋応答に及ぼす影響を検討する。 

 

2. 解析方針 

検討は，建屋モデルのうち，「補助壁剛性考慮の有無」に着目して影響検討を行う。 

解析は，応答に支配的な水平EW 方向を代表として実施し，解析に用いる地震波は Ss-1～5 の 5 波と

する。 

 

3. 解析ケース 

解析ケースを表－1に示す。 

表－1 解析ケース 

解析ケース名 補助壁剛性 

ケース 1（ﾊﾞｯｸﾁｪｯｸﾓﾃﾞﾙ） 考慮 

ケース 2 無視 

 

4. 解析結果 

補助壁の有無によるパラメータスタディの解析結果を以下に示す。 

図－1 ～ 図－5  最大加速度応答の比較図 

図－6.1 ～ 図－10.8  せん断スケルトン上の最大応答値 

図－11 ～ 図－15  建屋各質点の加速度応答スペクトル 

 

上記の解析結果より，補助壁の有無による影響をまとめると以下のとおりとなる。 

水平方向の最大応答加速度及び加速度応答スペクトルについては，ケース1とケース 2の差は小

さく，補助壁の有無による影響は小さい。 

鉛直方向の最大応答加速度及び加速度応答スペクトルについては，ケース1とケース 2の差は小

さく，補助壁の有無による影響は小さい。 
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図－1 最大応答加速度の比較（Ss-1） 

 

 

[外壁部]

ｹｰｽ1(補助壁考慮) 49.7 1423 1374
ｹｰｽ2(補助壁無視) 38.2 1121 1154

31.7 1021 1069
23.5 947 981
18.1 903 930
12.3 873 893
4.8 793 821

-1.7 812 886
-8.2 740 723

-13.7 705 711

[RCCV部]

31.7 1021 1069
23.5 947 981
18.1 903 930
12.3 873 893
4.8 793 821

-1.7 812 886
-8.2 740 723

RCCV部（EW方向）外壁部（EW方向）

T.M.S.L
(m)

ｹｰｽ1
加速度

(gal)

ｹｰｽ2
加速度
(gal)

T.M.S.L
(m)

ｹｰｽ1
加速度

(gal)

ｹｰｽ2
加速度
(gal)

-20.0

-10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

0 1000 2000 3000
最大応答加速度 (gal)

T.M.S.L. (m)

-20.0

-10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

0 1000 2000 3000
最大応答加速度 (gal)

T.M.S.L. (m)

 

 

図－2 最大応答加速度の比較（Ss-2） 
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図－3 最大応答加速度の比較（Ss-3） 
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図－4 最大応答加速度の比較（Ss-4） 
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図－5 最大応答加速度の比較（Ss-5） 
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図－6.1 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-1：CRF） 
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図－6.2 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-1：4F） 
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図－6.3 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-1：3F） 
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図－6.4 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-1：2F） 
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図－6.5 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-1：1F） 
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図－6.6 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-1：B1F） 
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図－6.7 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-1：B2F） 
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図－6.8 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-1：B3F） 
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図－7.1 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-2：CRF） 
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図－7.2 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-2：4F） 
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図－7.3 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-2：3F） 
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図－7.4 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-2：2F） 
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図－7.5 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-2：1F） 

 

0.0E+00

5.0E+05

1.0E+06

1.5E+06

2.0E+06

0 1 2 3 4

せ
ん

断
力

(k
N

)

せん断ひずみ （×10-3）

外壁(B1F)ｹｰｽ1(補助壁考慮)

ｹｰｽ2(補助壁無視)

0.0E+00

5.0E+05

1.0E+06

1.5E+06

2.0E+06

0 1 2 3 4

せ
ん

断
力

(k
N

)

せん断ひずみ （×10-3）

RCCV(B1F)ｹｰｽ1(補助壁考慮)

ｹｰｽ2(補助壁無視)

 
図－7.6 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-2：B1F） 
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図－7.7 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-2：B2F） 
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図－7.8 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-2：B3F） 

 



 11

0.0E+00

5.0E+05

1.0E+06

1.5E+06

2.0E+06

0 1 2 3 4

せ
ん

断
力

(k
N

)

せん断ひずみ （×10-3）

外壁(CRF)ｹｰｽ1(補助壁考慮)

ｹｰｽ2(補助壁無視)

 
図－8.1 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-3：CRF） 
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図－8.2 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-3：4F） 
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図－8.3 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-3：3F） 
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図－8.4 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-3：2F） 
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図－8.5 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-3：1F） 

 

0.0E+00

5.0E+05

1.0E+06

1.5E+06

2.0E+06

0 1 2 3 4

せ
ん

断
力

(k
N

)

せん断ひずみ （×10-3）

外壁(B1F)ｹｰｽ1(補助壁考慮)

ｹｰｽ2(補助壁無視)

0.0E+00

5.0E+05

1.0E+06

1.5E+06

2.0E+06

0 1 2 3 4

せ
ん

断
力

(k
N

)

せん断ひずみ （×10-3）

RCCV(B1F)ｹｰｽ1(補助壁考慮)

ｹｰｽ2(補助壁無視)

 
図－8.6 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-3：B1F） 
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図－8.7 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-3：B2F） 

 

0.0E+00

5.0E+05

1.0E+06

1.5E+06

2.0E+06

0 1 2 3 4

せ
ん

断
力

(k
N

)

せん断ひずみ （×10-3）

外壁(B3F)ｹｰｽ1(補助壁考慮)

ｹｰｽ2(補助壁無視)

0.0E+00

5.0E+05

1.0E+06

1.5E+06

2.0E+06

0 1 2 3 4

せ
ん

断
力

(k
N

)

せん断ひずみ （×10-3）

RCCV(B3F)ｹｰｽ1(補助壁考慮)

ｹｰｽ2(補助壁無視)

 
図－8.8 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-3：B3F） 
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図－9.1 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-4：CRF） 
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図－9.2 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-4：4F） 
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図－9.3 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-4：3F） 
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図－9.4 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-4：2F） 
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図－9.5 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-4：1F） 
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図－9.6 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-4：B1F） 
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図－9.7 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-4：B2F） 
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図－9.8 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-4：B3F） 
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図－10.1 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-5：CRF） 
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図－10.2 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-5：4F） 
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図－10.3 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-5：3F） 
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図－10.4 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-5：2F） 
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図－10.5 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-5：1F） 
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図－10.6 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-5：B1F） 
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図－10.7 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-5：B2F） 
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図－10.8 せん断スケルトン曲線上の最大応答値（Ss-5：B3F） 
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基礎版下端（T.M.S.L.-13.7m）              図－11  床応答スペクトルの比較（Ss-1：EW方向：h=5%） 
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基礎版下端（T.M.S.L.-13.7m）              図－14  床応答スペクトルの比較（Ss-4：EW方向：h=5%） 
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